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セッション 1 1TSと はなにか一関連分野のシステム開発状況

生 産 研 究

機械関係におけるITS研 究内容

東京大学大学院工学系研究科教授  吉 本 堅 一

1. は じめに― :TSとは

ITSとは何か。lTSは,「インテリジェント・トランスポ
ート・システム」の頭文字をとったものです。どういうわ

けか日本では,こ れを 「高度道路交通システム」と訳して

います。その目的は,「自動車を中心とした道路交通シス

テムの情報化,知 能化,自 動化することによって,よ り安

全でより快適で,よ り効率的で,か つ円滑な交通システム

とする」ということといわれています。

(OHP)

ITS中で機械関係の課題としては,目 的の中にあります

交通の安全ということと, もう一つは環境にやさしいとい

うことです。安全な車を作ること,大気汚染や,騒音・振

動を発生しないような車両をつくるという2つの課題が機

械関係ではあります。ただ,こ こでは私の専門であります

交通の安全ということをテーマにお話しさせていただきま

す。

(OHP)

2口 運輸機関別交通事故の比較

どうして自動車か, という話をします。これは 『運輸白

書』からとってきましたけれども,平 成8年度の日本国内

における旅客と貨物の輸送機関別分担率すなわち,鉄 道と

か自動車とか船舶とか飛行機が全体の輸送を,ど れがどれ

だけ受け持っているのかを示したものです。旅客の場合に

は,人 キロで統計をとりますと,66パ ーセントは自動車

で運ばれています。貨物につきましては,営 業用,自 家用

を合わせますと52%以 上がやはり自動車で運ばれている

ということになります。

(OHP)

さらに 『運輸白書』で見ますと,交 通事故という項目が

あります。道路交通と鉄道と,そ れから船舶と航空と4つ

の交通手段がありますけれども,自 動車につきましては皆

さんご存じのように,年 間約 1万人近くの人がなくなって

いる。それから鉄道の場合には,だ いたい300人近くの方

2

が亡くなっていますが,こ のうちの半分くらいは踏み切り

事故で亡くなっている。あと残りの大半は飛び込み,自 殺

なんです。これが今非常に鉄道事業者にとっては頭の痛い

問題でございまして,ホームにホームドアをつけようとか,

いろんなことを考えていらっしゃいます。これを除きます

と,事 業者に責任のある事故で死者が出ているのは数人し

か毎年ありません。その上鉄道での事故件数 ・死者数とも

に全体的に右下がりになっています。ところが自動車の場

合は,死 者の数は減ってきますが,人 身事故件数は右上が

り増えているという,非 常に悪い傾向示しています。

(OHP)

船舶については,漁 船が含まれますので事故や死亡者も

比較的多いわけですが,200人 くらいです。これは旅客と

いうよりは,漁 船の海難事故が多いということです。

航空の場合には,事 故らしきものはありますけれども,

死者が出るのは非常に少ない。ただ,大 きな事故が発生す

るとピーク値が出るということです。そういう大きな事故

がないときには,数 人とか10人になっております。

船舶も,航 空も,最 近の事故や死者数の傾向はほとんど

変わっておりません。

このように日本で交通事故で死ぬ人は約 1万人ちょっと

いるわけですが,そのうちの500～600人以外は,9500人,

すなわち,交 通事故死の95%は 自動車による交通事故で

亡くなるということです。

(OHP)

3.自 動車事故の現状

日本の交通事故の推移を見てみますと,図 1の ようにな

っています。交通事故の死者の数ですが,1970年 がピー

クで, 1万 6000人ぐらいがなくなっていました。それか

らだんだん減ってきたのですが,1985年 ごろからまた増

えはじめ,1990年 ごろにピークに達します。 1万人をま

た超えたというので非常に大きな社会問題になりました。

しかしここ2～ 3年 ,急 激に減少して,最 近 1万人を切る

状況になりました。
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図 1 日 本の交通事故の推移

日本の自動車の保有台数は,1970年 代から年間 200万

台ずつず―っとリニアに増えている。 1万台当たりどれく

らいの死亡率になっているかを計算 しますと,こ の破線に

なります.1970年 ごろは 1万 台当たり9人 。それがず
―

っと減って,85年 くらいになると2人 .最 近ではまたち

ょっと減 りまして 1.5人くらいになりました.こ の傾向に

はそれなりの理由があると私は考えています。

ところが事故の件数,人 がけがをするような交通事故の

件数はどんどん増え続けています。これはほとんど車の増

加と比例 して増えております.

だいたいどのくらいかといいますと,一 番下の実線がそ

うですが, 1万 台当たりの人身事故の件数は 110件から

120件 ぐらいで 15年 ぐらいほとんど一定の値をとってい

ます。これもまた面白い現象で,こ れもまたあとでお話し

します。これを覚えておいてください。

(OHP)

このグラフは車の保有率が増えると事故率は減るという

面白い現象です。というのは車が増えるにしたがって文明

が発達するからそうなりまして,横 軸に車の保有率,人 口

1000人当たり何台所有しているか。縦軸に, 1万 台当た

り,年 間の死者数がどうなるかを示すと,両 軸とも,log,

10gでとっていますが,右 下がりの直線になります。

日本では,例 えば1960年ぐらいだと, 1万 台当たり

100人近くの人が死んでいた。それがどんどん減ってきま

して,今 はもう2人 ぐらいになっています。私は1990年

ごろ,こ の図をつくったころには,世 界の自動車先進国は

だいたい1万台当たり2というところで止まっていたので

す。それが下手をすると,こ れ以上減らなくて右のほうに

シフトするような,す なわち,車 が増えれば増えるほど死

者の数が増えるような傾向がありました.そ れでそういう

警告をしたのですが,う まい具合に私の警告は当たりませ

んでした.当 たりませんでしたというか,警 告が効いたと

いうか,効 かないのでしょうけれども (笑い),そ ういう

ことにはなりませんでした。

(OHP)

4.交 通事故低減対策

先ほど交通事故死が急激に減ったと言いましたけれど

も,こ れは交通事故が起きた後にPassive Safetyといって,

自動車事故が起きても乗員が死ななくするような自動車事

故の被害低減対策が採られているからです。他に非常に大

きなファクターとして救急医療体制が向上しているという

こともあります 。

交通事故死の低減は過去20年間の努力が非常に功を奏

しはじめまして, 1万人を超えていたのが先ほど言いまし

たようにどんどん下がつてきております。

(OHP)

ところが,先 ほども申し上げましたように,人 身事故件
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数の低減というか,事 故が起きないようにするというのは

予防安全といいますが,実 質的に交通事故が起きないよう

にしようということです。このような技術をAcive Safety

(予防安全)と いいますが,交 通環境や自動車を改善して

事故の発生を防止するということです。事故後の安全対策

には限界がありますので,な んとか事故自体が起きないよ

うにしたいということです。そういうことで考えられたの

がITS,こ れから申し上げるようないろんなITsの技術に

期待が持たれております。

(OHP)

ところで,日 本におけるITSの関連プロジェクトを書い

てみますと,日 本では5つ大きなプロジェクトがありまし

て,そ れに関係している省庁がだいたい5つあります。u。

To Mo S。 (新交通管理システム)は 警察庁がやっていま

す。それからv.I.co S。 (道路交通情報通信システム),

これは警察庁,郵 政省,建 設省が一緒になってやっていま

す。それからs.s,v.S.(ス ーパー ・スマート・ビー

クル ・システム),こ れは通産省が自動車の基盤技術等を

育てるという意味で,自 動車の高度化の研究に補助金を出

しています。私がこれからお話しするのは運輸省が推進し

ているAo S.V.(ア ドバンスド・セーフティー ・ビーク

ル)と いう車をいまメーカーの人たちと一緒に開発してい

ます。

それから,建 設省は,A.H.S,こ れは走行支援道路シ

ステムといって,ア ドバンスト・クルーズ ・アシスト・ハ

イウエイ・システムという名前で呼ばれているもので,道

路にいろんなインフラを付けることによって交通をスムー

ズにしたり交通の安全を増進しようというプロジェクトで

あります。インフラにお金をかける。運輸省がやっている

ものは, どちらかというと車自体でそういうことを解決し

ようとしています。ただインフラの協力を必要としないと

いうわけではなくて,そ のうちこの2つの省が協力するこ

とになっています。

(OHP)

5口 先進安全自動車 A口 S.V口 の開発プロジェク ト

ASVは ,エ レク トロニクスの技術の応用 により自動車

を高知能化 して, ドライバ
ーが運転する車 としての安全性

を格段に高めることにより,事 故予防とか被害軽減に役立

つことをしようというわけです。

運輸省が推進しているASVの プロジェクトにつきまし

てはパンフレットを頂いておりますので,そ れを見ていた

だければわかりますのでご覧ください。

(OHP)

例えば,居 眠りして追突しそうになったときには,車 間

距離をちゃんと測定していて,ブ レーキをかけてくれるよ

うなシステムをこれからつくろうとしておりますぅこれは

4
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乗用車につきましても,そ れから最近は大型 トラックにつ

きましても開発が始まりました。

(OHP)

6.A.S.Vロ プロジェクトの課題

実際にこういったプロジェクトが進んでいますが,本 当

はこのプロジェクトの課題をお話ししたいのです。Ao S.

v.を つくったときに本当に事故件数が減るか。ASV搭 載

車はお金がちょっと高いものですから,こ れが社会に普及

するか。さらに, これからこういうものができたときに,

もしそれで事故が起きたら誰が責任をとるかという3つの

課題があります。これらについて簡単にお話しします。

(OHP)

最初は本当に事故が減るのか。私は,減 らないのではな

いかという非常に悲観的な見方をしています。やりながら

そういうことを言うのはおかしいのですけれども.リ ス

ク・ホメオスタシスという説があります.1982年 にカナ

ダのクインズ大学のワイルド教授が言い出ししました。

人間は,ある一定のリスクロ標水準を持っているそうです。

例えば自動車を運転するときにはだいたいいま運転してい

るようなリスク水準で運転している。車が安全になると,

今度はドライバーは乱暴な運転をしてそのリスクがだいた

い一定になるようにするということがあるそうです。です

から安全な車を一生懸命提供してもなかなか事故が減らな

い。それは先ほど申し上げましたように,こ こ15年 間道

路はよくなる,自 動車はよくなる,交 通環境は非常によく

なっているはずなんです。だけども事故率は全然減らない

ということにつながっていることがありますので,そ うい

う懸念があります。

(OHP)

次にこういった高度なASVの 車が普及するかというこ

とですが,そ れにはある程度社会的仕組みをつくる必要が

ある。そのためには第一ステップとして車種別の事故率を

公表する。それから事故率の低い車は保険料を安くすると

いうインセンティブを与える。そうすると安全がセールス

ポイントになるし,よ り安全な車の開発の競争が活発にな

って,よ り安全な車,ASVの 普及が非常に加速されるの

ではないかと私は考えています。

(OHP)

最後に事故の発生の責任の所在をどうするかというので

すが,こ れは飛行機と同じようにドライブレコーダという

のを付けることが考えられています。ドライブレコーダ,

これから自動化する車にはセンサーはもう車のなかにいっ

ぱい使われる。それからテレビカメラなんかも使われます

ので,そ ういうもので事故が起きたときに,例 えばエアバ

ックが膨らんだときに前後10秒間の情報をブロックして

やるというようなことで簡単につくれるのではないかと思
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います。ただ自分で消せるようにしたい。自分の責任にな

るときには消したいという人がいるそうで,そ ういう議論

も最近はされています。

(OHP)

ア.21世 紀の理想的な交通体系とは

ITSの 目標として最初に申し上げました 「道路交通シス

テムの情報化,高 知能化,自 動化によって,安 全で快適で

効率のよいシステムをつくる」というのは短期的な目標で

す.い ままでと同じように自動車が年間200万台ずつずっ

と増えるというような世の中は考えられません。おそらく

中期的な目的では 「自動車だけに頼らないで,も っと効率
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よく他の交通機関との協調Inter Modalityの確立」という

ことが必要であって,こ ういうものに対するシステム開発

を考えていく必要がある。さらに長期的な考え方ですと,

Sust」nable Mobilityの確立」ということで,自 動車に頼ら

ない,も っと簡素な生活にライフスタイルを変えてもらわ

ないとエネルギー問題やなんかも解決できない。そうした

ものまで含めてこれからITSというのはわれわれの生活の

仕方まで左右する考え方になるのではないか,21世 紀の

新しい考え方になるのではないかと思っています。雑駁な

話で失礼しました。

(了)


